
マルイミライの活動

社会へのお役立ち 1
日本国内では年間約150万 tの衣料品が廃棄されているといわれ、
衣料品がリユース（再使用）・リサイクル（再資源化）される割合は3割未満とされています。
未着用の衣料品や未使用のシューズを有効活用したいと思いながらも、 
結果的に約7割以上の衣料品・シューズが捨てられているのが現状であり、 
社会的な課題にもなっています。

マルイミライの活動 ̶ 社会へのお役立ち 1

社会貢献 

1991年～        「愛の救援衣料」活動を開始

本業を通じた社会貢献 

「循環型ファッション」の取組みスタート
2010年 5月       「衣料品の下取り」開始
        「FUKU-FUKU プロジェクト」参画

 9月  マルイ店舗でのリユース販売「チャリティーバザー」開始

2011年 3月  東日本大震災

 4月       「被災地支援下取りチャリティー」開始

 5月  被災地での「衣料品無料提供イベント」開始

2013年 5月  被災地でのリユース販売「チャリティーバザー」開始

 12月       「婦人靴の下取り」実験開始

「本業＝社会貢献」の実現へ

2014年 9月   当社の社会貢献活動の新たな名称を「マルイミライ」と命名 
それにともない「下取りチャリティー」を「マルイの下取り」へ
「チャリティーバザー」を「リユースマーケット」へ名称変更

お客さまの足に合ったシューズを提供する「リデュース」の取組みスタート
2014年 12月       「 第11回エコプロダクツ大賞」にて「エコサービス部門
         エコプロダクツ大賞推進協議会会長賞」を受賞

2015年 5月       「第3回日経ソーシャルイニシアチブ大賞」
         東北部門ファイナリストに決定

丸井グループがすべきことをグループ横断で考える 
「マルイミライプロジェクト」スタート
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「愛の救援衣料」活動をスタート
1991年に日本救援衣料センターを通じ、海外へ
の救援衣料活動を開始。現在も、お預かりした衣
料品の活用方法の一つとして継続しています。

「循環型ファッション」の取組みをスタート
2010年から「衣料品の下取り」を開催し、2015
年3月までに約45万人のお客さまから約450万
点の衣料品・シューズをお預かりしました。

1点につき「200円割引券」と交換

「第11回エコプロダクツ大賞」で評価
2014年には、自社商品に関わらず衣料品や
シューズを下取りして再販売し、再使用していた
だく一連の取組みが、省資源や廃棄物削減に寄
与すると高く評価されました。

これからもお客さまと共に進化
していけるよう取組みを着実に
実践してまいります！

お手持ちの衣料品・シューズの未使用率

丸井グループのチャレンジ

お客さまと社会が抱える課題解決に貢献していくために、「循環型ファッション」
という仕組みを構築しています。自社商品に関わらず衣料品やシューズを下取り
して再販売し、再使用していただくといった活動です。活動費は、再販売による
収益金によりねん出しています。

女性が持っていても着ていない衣料品
エポスカード会員さまアンケート（2010年）より

女性が持っていても履いていないシューズ
エポスカード会員さまアンケート（2013年）より

着ていない衣料品

41%

履いていないシューズ

30%
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メンテナンス

下取り1点につきマルイでご利用いただける「200
円割引券」1枚と交換

開催日程のご案内
www.0101.co.jp/shitadori/index.html

物流を担うグループ会社ムービングの商品セン
ターにて仕分け・検品・メンテナンス・値付け作業
を実施

マルイ店舗内で「リユースマーケット」を開催
収益金は活動経費として使用

東北復興商店街でのリユース品販売による自立
支援（宮城県女川町・南三陸町の衣料品店）

下取り リユース（再販売） リユースからリデュースへ

認定NPO法人日本救援衣料センターを通じて 
途上国へ寄贈（2015年3月期）
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お客さまからお預かりした 
衣料品・シューズ 

（2010年5月～2015年3月）

累計約450万点

ご参加されたお客さま 
（2010年5月～2015年3月）

累計約45万人

リユース販売実績 
（2010年9月～2015年3月）

累計
約2億1千万円

お客さまの「シューズの悩み」
エポスカード会員さまアンケート（2013年）より

履かなくなった理由は、足に合わない・痛い

41%

履かなくなったシューズは、ゴミとして処分

92%

お客さまの足に合ったシューズを
提供する「リデュース」の取組み

マルイ店舗で足型の測定会を開催
足のサイズを機械で測定することで、お客さま 

ご自身のサイズを知っていただき 
シューズ選びをサポート

まだまだ着られる洋服、ただ捨てる 
のはもったいない。誰かに気に入って
もらえたら嬉しい！

リユースマーケットは毎回
掘り出し物がたくさん！ 
新 品 の よ う な 品 揃 え で 
大満足です！

お客さまが新品または新品同様の衣料品・
シューズをマルイ店舗の会場にお持ち込み

お客さまからお預かりした衣料品・シューズ
をムービングに集約

マルイ各店舗、東北復興商店街などでリユース（再販売）
途上国への寄贈も継続して実施

シューズの下取りにいらっしゃるお客さまのシューズへの悩みを通じ、
お客さまの足に合ったシューズを提供する「リデュース」の取組みを開始
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